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水
底
に
住
む
水
の
神
で
あ
る
龍
神
の

面
。「
黒く

ろ

髭ひ
げ

」
の
名
は
、
眉
毛
や
口
髭
が

黒
々
と
表
さ
れ
る
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

下し
た

顎あ
ご

を
突
き
出
し
た
し
ゃ
く
れ
た
顔
が
特

徴
で
、眉
間
に
力
を
込
め
て
目
を
見
開
き
、

舌
先
を
覗
か
せ
大
き
く
口
を
開
い
た
表
情

は
、
今
ま
さ
に
そ
の
力
を
振
る
わ
ん
と
し

て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。
彩
色
は
通
常
、

く
す
ん
だ
黄
土
色
あ
る
い
は
暗
い
赤
茶
色

で
す
が
、
こ
の
面
の
よ
う
に
全
体
を
金
泥

彩
色
と
す
る
も
の
は
特
に
「
泥
黒
髭
」
と

称
さ
れ
、
金
泥
の
輝
き
が
よ
り
一
層
、
神

秘
的
な
印
象
を
与
え
ま
す
。

こ
の
面
は
、
鳥
取
藩
池
田
家
の
旧
蔵
品

で
、
近
代
に
井
伊
家
の
所
蔵
と
な
っ
た
も

の
で
す
。
面
裏
の
銘
か
ら
、
享
保
十
二
年

（
一
七
二
七
）
七
月
に
、
喜き

多た

流
宗
家
の

本ほ
ん

面め
ん

を
大お

お

野の

出で

目め

家け

の
甫
閑
満
猶
が
写
し

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
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湯
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ほ
ん
も
の
と
の
出
会
い

■
日　

時　

12
月
16
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

茨
木
恵
美
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

50
名
（
先
着
順
）

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

龍
は
、
天
に
昇
り
雨
を
降
ら
す
と
さ
れ
る
、

古
代
中
国
に
起
源
を
持
つ
想
像
上
の
霊
獣
で

す
。
中
国
に
お
い
て
は
瑞ず

い

祥し
ょ
う

の
兆き

ざ

し
と
し
て
崇

拝
さ
れ
、後
に
皇
帝
の
象
徴
と
も
な
り
ま
し
た
。

日
本
で
も
、
龍
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
と
と
も

に
、
め
で
た
い
存
在
と
し
て
も
尊
ば
れ
、
現
在

で
も
、
特
別
な
力
を
持
つ
存
在
と
し
て
広
く
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
展
で
は
、
辰
年
に
ち
な

み
、
龍
を
表
わ
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
作

品
を
紹
介
し
ま
す
。

龍
虎
図
（
部
分
）

■
日　

時　

２
月
17
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

奥
田
晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

50
名
（
先
着
順
）

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

　

江
戸
時
代
、
大
名
家
で
は
、
姫
君
の
婚
礼

に
際
し
て
、
調
度
や
雛
道
具
な
ど
の
道
具
一

式
を
調
え
て
婚
家
に
持
参
す
る
慣
わ
し
が
あ

り
ま
し
た
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
、
井
伊

家
十
三
代
直な

お

弼す
け

の
息
女
弥や

千ち

代よ

（
一
八
四
六
～

一
九
二
七
）
が
、
高た

か

松ま
つ

藩は
ん

松ま
つ

平だ
い
ら

家け

世せ
い

子し

頼よ
り

聡と
し

に

嫁
い
だ
際
に
も
、
大
揃
え
の
婚
礼
調
度
と
と
も

に
、
雛
と
雛
道
具
が
調
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
弥
千
代
の
雛
道
具
を
、
地
元

の
旧
家
に
伝
え
ら
れ
た

古こ

今き
ん

雛び
な

や
御ご

殿て
ん

飾
り
と

と
も
に
一
挙
に
公
開
し

ま
す
。
桃
の
節
句
に
ふ

さ
わ
し
い
華
や
か
な
雛

の
飾
り
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
日　

時　

３
月
23
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

髙
木
文
恵
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

50
名
（
先
着
順
）

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

　

彦
根
藩
井
伊
家
十
二
代
直
亮
（
一
七
九
四
～

一
八
五
〇
）
は
、
茶
の
湯
や
煎
茶
に
造
詣
が
深

く
、
道
具
や
茶
書
を
積
極
的
に
収
集
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
御
茶
座
敷
や
待
合
の
新
築
に
あ

た
っ
て
は
、
幕
府
の
茶
道
役
に
自
ら
が
仕
様
に

つ
い
て
尋
ね
聞
く
な
ど
、
積
極
的
に
関
わ
り
、

彦
根
の
槻
御
殿
に
は
煎
茶
室
も
建
立
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
直
亮
の
事
跡
は
、
十
三
代
直な

お

弼す
け

の

茶
の
礎
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
展
は
、
井
伊
直
亮
の
茶
に
初
め
て
焦
点
を

あ
て
て
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

弥
千
代
の
雛
道
具

　　
「
殿
様
の
日
常
生
活
」を
テ
ー
マ
と
し
、当
館
学
芸

員
と
外
部
研
究
者
が
共
同
で
行
っ
て
い
る
彦
根
藩

資
料
調
査
研
究
会
で
は
、側そ

ば

役や
く

の
日
々
の
業
務
の

記
録「
側
役
日
記
」（
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
）の
分
析
を

進
め
て
い
ま
す
。側
役
は
、殿
様
と
家
来
を
取
り
次

ぎ
、殿
様
の
外
出
に
同
行
す
る
な
ど
、殿
様
の
側
近

く
に
仕
え
て
政
務
の
補
佐
を
行
っ
た
役
職
で
す
。

　　
「
側
役
日
記
」は
、井
伊
家
十
代
当
主
直な

お

幸ひ
で

期
の

も
の
を
中
心
に
、五
十
冊
以
上
が
当
館
に
伝
来
し

て
い
ま
す
。殿
様
の
起
居
や
外
出
だ
け
で
な
く
、年

中
行
事
の
様
子
、家
族
や
他
大
名
と
の
手
紙
や
贈

答
品
の
や
り
取
り
、家
臣
の
伺
い
に
対
す
る
指
示
な

ど
、殿
様
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
窺
え
ま
す
。殿
様

が
日
々
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
た
の
か
を
知
る
た

め
の
基
礎
的
な
史
料
で
す
。

　

３
月
24
日（
日
）に
開
催
す
る
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
合
わ
せ
て
、２
月
17
日（
土
）～
４
月
22
日（
月
）

の
期
間
、展
示
室
６
に
て
展
示
し
ま
す
。

側
役
日
記

展

示

案

内

１２
月
～

月
３

2023
年

●
●　

常
設
展
示　

●
●

―
彦
根
藩
井
伊
家
伝
来
の
大
名
道
具
を
中
心
に
八
〇
点
あ
ま
り
を
展
示
―　

展
示
室
１

テ
ー
マ
展
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――    
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け

か

け

る
霊
獣

る
霊
獣  
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展
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特
別
公
開

数数すす

寄寄きき

とと
清清せ

い

せ

い

風風
ふ

う

ふ

う

　

―

　

―    

井
伊
井
伊
直直な

お

な

お
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き

あ

き

の
茶
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湯
と

の
茶
の
湯
と
煎煎
茶茶  

――

22
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双
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介
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年
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井
伊
井
伊
直直な

お
な
お

中中な
か
な
か

の
四
十
歳
を
祝
う

の
四
十
歳
を
祝
う

漢
詩
を
呈
し
た
人
々

漢
詩
を
呈
し
た
人
々

写
真
は
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
藤
居

重
啓
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
、
井
伊

家
十
一
代
直
中
の
四
十
歳
を
祝
う
漢
詩
で
す
。

日
本
で
は
古
く
か
ら
、
四
十
歳
か
ら
始
め
て

五
十
、六
十
…
と
十
歳
ご
と
に
長
寿
を
祝
う
算さ

ん

賀が

と
い
う
風
習
が
あ
り
、
四
十
歳
は
一
際
め
で

た
い
年
齢
で
し
た
。

一
見
不
思
議
な
文
字
配
置
に
見
え
ま
す
が
、

そ
れ
は
、
敬
意
表
現
と
し
て
、
敬
う
相
手
や
そ

の
人
の
行
為
を
表
す
文
字
を
、
改
行
し
て
行
頭

に
配
置
し
た
り
、
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
一
字
分
高

く
配
置
し
た
り
し
て
い
る
た
め
で
す
。
最
初
の

三
行
で
「
命
に
応
じ
て
藩
主
の
四
十
歳
を
祝
い

ま
す
」
と
前
書
き
し
、
そ
の
後
に
七
言
律
詩
を

記
し
て
い
ま
す
。
南な

ん

山ざ
ん

を
日
が
照
ら
し
て
松
柏

が
茂
る
（
中
国
古
典
を
踏
ま
え
た
長
寿
を
祝
う
言

葉
）、
君
恩
は
雨
露
の
よ
う
に
遍あ

ま
ね

く
行
き
わ
た

り
、
国
の
人
々
は
藩
主
の
万
年
の
寿
を
祝
う
、

な
ど
の
言
葉
で
賀
意
を
表
し
て
い
ま
す
。

井
伊
直
中
の
四
十
歳
の
祝
い
の
漢
詩
は
、
藤

居
重
啓
以
外
の
人
か
ら
も
呈
せ
ら
れ
、
現
在
、

一
五
〇
枚
が
一
箱
に
収
ま
っ
て
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。
呈
し
た
人
を
大
ま
か
に
分
類
す
る
と
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

徒か
ち

以
上
の
彦
根
藩
士　
　
　
　

六
〇

彦
根
藩
足
軽
（
手
代
を
含
む
）　

一
三

藩
に
属
す
る
武
家
奉
公
人　
　
　

三

陪ば
い

臣し
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇

僧
侶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
六

村
人
・
町
人　
　
　
　
　
　
　

二
〇

不
詳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
八

彦
根
藩
士
の
な
か
に
は
、
儒
学
者
の
龍た

つ

世よ

華ひ
で

の
よ
う
に
、
学
問
・
文
芸
の
面
で
知
ら
れ
た
名

前
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
そ
う
で
な
い
藩
士
の
名

前
も
見
ら
れ
ま
す
。
武
士
に
と
っ
て
漢
文
は
基

本
的
な
教
養
だ
っ
た
の
で
、
漢
詩
が
作
れ
る
の

は
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
そ
の
方

面
で
有
名
で
な
い
人
の
漢
詩
が
見
ら
れ
る
の
は

珍
し
い
例
で
す
。
ま
た
、
足
軽
な
ど
の
下
層
の

武
士
が
ど
れ
ほ
ど
漢
文
が
で
き
た
の
か
、
実
態

把
握
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
武
家
奉
公
人

や
陪
臣
も
含
め
、
漢
詩
を
作
れ
る
人
が
少
な
か

ら
ず
い
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
分
か
り
ま
す
。

僧
侶
で
は
井
伊
家
の
菩
提
寺
清せ

い

凉り
ょ
う

寺じ

の
僧
、

漢
三
道
一
な
ど
が
漢
詩
を
呈
し
て
い
ま
す
。
中

世
に
は
漢
文
学
の
中
心
は
禅
宗
の
僧
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
僧
侶
も
学
問
の
あ
る
人
が
多
い
と

見
ら
れ
ま
す
。
村
人
・
町
人
も
、
私
塾
な
ど
で

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
漢
詩
を
呈
し
た
人

は
そ
の
よ
う
な
人
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
て
、
冒
頭
の
藤
居
重
啓
は
、
彦
根
藩
主
の

命
を
受
け
て
琵
琶
湖
と
そ
の
水
域
の
生
物
に
つ

い
て
記
し
た
「
湖
中
産
物
図
証
」
を
製
作
し
た

人
物
と
し
て
そ
の
名
が
確
認
で
き
ま
す
。た
だ
、

先
の
分
類
で
は
不
詳
に
数
え
た
一
人
で
す
。

と
い
う
の
も
、
藤
居
重
啓
の
漢
詩
に
は
包
紙

が
あ
り
、
そ
こ
に
「（
彦
根
藩
士
の
）
木
村
勝
左

衛
門
の
屋
敷
に
住
ん
で
い
る
、
坂
田
郡
相す

ま
い撲

村む
ら

の
（
村
人
の
）
吉
蔵
」
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ

て
い
る
の
で
す
。
ま
っ
た
く
別
人
に
見
え
る
の

を
ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い
か
は
っ
き
り
し
な
い

の
で
す
が
、
現
時
点
で
は
「
壱い

ち

人に
ん

両り
ょ
う

名め
い

」
だ
と

理
解
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
、
一
人
の

人
物
が
二
つ
の
名
前
を
使
う
事
例
が
し
ば
し
ば

あ
り
、職
業
上
で
別
名
を
名
乗
る
の
は
可
能
で
、

こ
れ
を
「
壱
人
両
名
」
と
言
い
ま
す
。
今
回
の

事
例
で
は
、
相
撲
村
の
吉
蔵
は
、
琵
琶
湖
水
域

の
生
物
の
学
者
と
し
て
は
藤
居
重
啓
を
名
乗
っ

て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
の
当
否
は
置
い
て
お
い
て
も
、
漢

詩
を
呈
し
た
人
々
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
が

集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
見
方
を

変
え
る
と
、
漢
詩
を
つ
く
る
文
化
の
広
ま
り
方

が
具
体
的
に
分
か
る
事
例
で
も
あ
り
ま
す
。

 （
早
川
駿
治
）

研
究
余
録

金 
亀 
玉 

鶴

開
館
記
念
日
く
じ
び
き

開
館
記
念
日
く
じ
び
き

　

彦
根
城
博
物
館
は
、
令
和
六
年
二
月
十
一
日
に

開
館
三
十
七
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
年
度
は
当
日

が
工
事
に
よ
り
休
館
と
な
る
た
め
、
左
記
の
日
程

に
て
開
館
記
念
日
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
博
物
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
な

ど
の
記
念
品
を
く
じ
び
き
に
て
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

ご
観
覧
と
併
せ
て
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

■
日　

時　

１
月
８
日
（
月
・
祝
）

８
時
30
分
～
17
時

（
記
念
品
が
無
く
な
り
次
第
、
終
了
）

■
会　

場　

当
館
講
堂

※
く
じ
び
き
へ
の
参
加
は
、
ご
観
覧
の
方
の
み
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
記
念
品
の
内
容
は
、
当
日
の
公
開
と
な
り
ま
す
。

藩台四十初度寿詩

臨
時
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

休
館
の
お
知
ら
せ

　

当
館
の
中
央
に
は
、
由
緒
あ
る
江
戸
時
代
の
能

舞
台
が
建
っ
て
い
ま
す
。
能
な
ど
の
際
に
は
客
席

と
の
間
に
あ
る
ガ
ラ
ス
戸
を
開
け
、
江
戸
時
代
さ

な
が
ら
の
開
放
的
な
空
間
で
、
舞
台
を
ご
覧
い
た

だ
け
る
造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
外
気
の

流
入
を
防
ぐ
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、
展
示
室
へ
の
影
響
を
よ
り
一

層
減
ら
し
、
舞
台
を
活
用
し
や
す
く
す
る
工
事
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
工
事
中
は
左
記
の
期

間
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
令
和
５
年
（
２
０
２
３
年
）

　

11
月
７
日
（
火
）

～
12
月
13
日
（
水
）

■
令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）

　

１
月
16
日
（
火
）

～
２
月
16
日
（
金
）

能
舞
台
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12月
16
土

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク
　　
龍

1月
13
土

講
座
講
座　　

私
の
研
究
最
前
線

　
　
　

「
彦
根
藩
領
の
湊
と
船
」

2月
24
土 

講
座
講
座　　

私
の
研
究
最
前
線
「
石
黒
務
」

3月

数寄と清風

―井伊直亮の
茶の湯と 茶―  

3/20 ～4/22

テーマ展

23
土

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク
　　
数
寄
と
清
風

8　
月・祝

開
館
記
念
日
く
じ
び
き

催
し

講
座　

私
の
研
究
最
前
線

講
座　

私
の
研
究
最
前
線

■
日
時
・
演
題
・
講
師

①
１
月
13
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

「
彦
根
藩
領
の
湊
と
船―

船
役
所
の
機
能
を
中
心
に
―
」

荒
田
雄
市
（
当
館
学
芸
員
）

　

彦
根
藩
船
役
所
は
藩
領
内
の
湊
や
船
、
漁
業
な

ど
の
支
配
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
職
掌
・

機
能
や
湊
の
様
相
に
つ
い
て
、
御
水か

主こ

で
あ
っ
た

磯
崎
家
に
伝
わ
っ
た
古
文
書
な
ど
か
ら
考
え
ま
す
。

②
２
月
24
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

「
石い

し

黒ぐ
ろ

務つ
と
む

―
明
治
に
活
躍
し
た
旧
彦
根
藩
士
―
」

早
川
駿
治
（
当
館
学
芸
員
）

　

明
治
期
に
福
井
県
知
事
等
の
地
方
官
僚
を
勤
め

た
石
黒
務
（
一
八
四
〇
～
一
九
〇
六
）
は
、
他
方
で
は

井
伊
家
等
に
関
わ
る
資
料

の
収
集
・
考
察
を
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
足
跡
を
さ

ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
残
す

彼
の
人
物
像
を
紹
介
し
ま

す
。

③
３
月
９
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

「「
暮く

れ

物も
の

伺
う
か
が
い」か
ら
見
た
彦
根
藩
武
家
奉
公
人
の
実
像
」

柴
﨑
謙
信
（
当
館
学
芸
員
）

　

彦
根
藩
各
役
所
の
武
家
奉

公
人
の
昇
給
は
、
年
末
に
目

付
か
ら
藩
主
に
提
出
さ
れ
た

「
暮
物
伺
」
と
い
う
書
類
を
も

と
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
人
事
手
続
に
見
え
る
彼
ら

の
実
像
を
紹
介
し
ま
す
。

①
～
③
共
通
事
項

■
会　

場　

当
館
講
堂

■
定　

員　

各
50
名

■
資
料
代　

各
１
０
０
円

（
彦
根
市
内
在
住
の
中
学
生
以
下
は
無
料
）

■
受　

付　

当
日
受
付

（
先
着
順
、
受
付
13
時
30
分
～
）

彦
根
藩
資
料
調
査
研
究
会　

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

彦
根
藩
資
料
調
査
研
究
会　

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

当
館
で
は
「
殿
様
の
日
常
生
活
」
の
解
明
に
向
け
、

当
館
学
芸
員
と
外
部
研
究
員
に
よ
る
共
同
研
究
を
令

和
三
年
度
よ
り
五
ヵ
年
計
画
で
進
め
て
い
ま
す
。
計

画
の
中
間
年
度
に
あ
た
る
今
年
度
は
、
井
伊
家
十
代

直
幸
の
日
常
を
支
え
る
家
臣
た
ち
に
焦
点
を
当
て
た

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
殿
様
の
政
治

的
行
為
や
外
出
な
ど
、
こ
れ
ら
は
い
つ
誰
が
計
画
し
、

準
備
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
当
日
の
殿
様
の
行
動
を

誰
が
ど
の
よ
う
に
支
え
て
い
た
の
か
な
ど
、「
側
役

日
記
」
か
ら
見
え
る
殿
様
の
日
々
の
政
務
を
徹
底
解

剖
し
ま
す
。

■
日
時
・
テ
ー
マ

　

３
月
24
日
（
日
）
13
時
～
16
時
30
分

　
「
殿
様
と
家
臣
た
ち
の
日
常
―
「
側そ

ば

役や
く

日に
っ

記き

」
か

ら
見
る
井
伊
家
十
代
直な
お

幸ひ
で

の
政
務
― 

」

■
会　

場　

当
館
能
舞
台
正
面
見
所

■
報
告
者　

３
名（

当
館
学
芸
員
お
よ
び
外
部
研
究
員
）

■
受
講
料　

５
０
０
円

■
定　

員　

１
０
０
名

■
受　

付　

当
日
受
付（

先
着
順
、
受
付
12
時
30
分
～
）

　　常設展示 “ほんもの”常設展示 “ほんもの”  との出会いとの出会い　　

龍
―天翔る霊獣―

12/14 ～1/15

テーマ展

雛と雛道具

2/17 ～3/17

特別公開 １２
月
～

月
３

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◆ 

休
館
の
お
知
ら
せ 
◆

　
　
　

施
設
整
備
等
の
た
め
休
館
い
た
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
【
休　
　

館
】　

11
月
７
日
（
火
）
～
12
月
13
日
（
水
）、
12
月
25
日
（
月
）
～
31
日
（
日
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
月
16
日
（
火
）
～
２
月
16
日
（
金
）

1
／
16
火
～
2
／
16
金　
　

休　

館

25
月
～
31
日　
　
　
　
　
　

休　

館

11
／
7
火
～
12
／
13
水　
　

休　

館

9
土 

　
　
　
　
　　

私
の
研
究
最
前
線

講
座
講
座　　

「「
暮
物
伺
」
か
ら
見
た

彦
根
藩
武
家
奉
公
人
の
実
像
」

16
土 

講
座
講
座　　

私
の
研
究
最
前
線

　
　
　

「
井
伊
直
忠
の
能
稽
古
と
梅
若
家
」

18
月
～
19
火　
　
　
　

休　

館

17
土

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク
　　
雛
と
雛
道
具

暮
物
伺

石
黒
務

24
日

彦
根
藩
資
料
調
査
研
究
会

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

※
本
来
は
2
／
11
で
す
が
、
休
館
の
た
め
1
／
8
に

行
い
ま
す


